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一

一記念専業
"""; "，"i"""'"' 囲。 "るアンケートから始まり、 を面にわたり検村をⅠねてⅠりました。

9年) "民衆仮。 のシンボルのⅢピルが完成し、 東京オリンピツクを
。 近年、 我がクラプによる四季の草花の拍甘えや油掩奉仕にもか

， こ)にライオンのモニユメントを故コし 『ライオンひろは」 と
・，、， して人々に良き待ち会わせの牡所として技仇することにしました。 またライオンタには仮椙圭祐を併皿し有るの津時が布せら

・へ・ ・ ・ れるよう工夫し、 上にライオンス活描を広くPRするためそのあを碑文にⅠして起毛の牡枯としました。

母Ⅱ-Ⅰ       ，d、

@ ・地域社会に対する新たな奉仕活劫の一瞭として新宿印東ロに多くの皆さんに親しめる 「ライオンひろはⅠ を擁立。
2・区民の一人として街の活性化と市民生活の浄化運動の一助に㍉掃享 (小技君) と娃重み ・ 横断み ・ せツケン ・ 拐

帯用吸殻入とテレピ屯話一式を新宿区に布措。
3りR新宿用に日本一を辞る新宿川を乗降する方に緊る時の一助としてストレソチヤー (キヤスター付担架)を宙描。
4・見宙のない子供遠を預り無脩でお世話をしている二葉乳児院に幸仕の心として幼児の衣料を宙時。
5・敦少ない難病の対策に取り組んでいる日本肝吸器障害者柑報センターへ呼吸補助綴器一式寄措。
6・使用済切手を通じアジアの恵まれない地域に医療協力金として (社)日本キリス ト教海外医療協会へ金一封。
7・私達の喜びの中にも時を同じくして苦しんでいるお年寄の番護老人ホーム (接星閣)へ車椅子を宙に。
8・モンゴル人民共和国ウランパートル幼稚固の花紋畝傍エウをエクステンションした6クラフの宰力を待て行つた。
9・ガパナーサーピスとして33O-A地区へ金一封。

l

吉

位
  一

一

o精成40円年記念ウ棄モニユメント ・ 碑文

O荻講老人ホーム (庄屋曲) 0モンゴル人民共和国
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来京新宿ライオンズクラプ
輔成40周年記念   枕辞
祈窩Ⅸ艮

ⅡⅩリタlH 降

か窩描

東京新宿ラ イ オンズク ラプ耕成川)周年を迎えられ、 心か
らお再びiliしヒげます。

北宗新柄ライ オンズク ラプが耕i 柑)用年を迎えられま し
たこ とは、 公枝をはじめ役Ⅱの皆様並びに会ⅡのⅡ様が一
丸となってご努ノJなさった膀ものと心から敬意を衣します。

典ク ラプにおかれま しては、 常11頃から地械の発展のた
めにお力添えいただき、 また、 ぱ政につき ま しても何かと
ご協力をいただき深く 怒潮いたしており ます。

-，IIに柑)年とⅢしますが、 れ会本Ⅱ活動を親けられるに
あたっては何かとご片労が多かったこ と と思います。 2i li℡
ねまであと Ⅰ年を切り ま した。 歴史の節Ⅱの午を迎えるにあ
た り 、 杵様の行動カと本Ⅱひ)@lvや1lは、 新宿から新しい歴史
を制りだす源であり ます。

人の中何は、 什み柑れた地域の中で、 佃何 ある人Ⅲと し
て推王され、 お吐いに触れ合い助け合い支え合いながら、
他岐で快適な生活を送るなかから生まれるものと思います。

今後と も、 側係各位との対話を人切にしながら、 Ⅲかれ
たば政、 ド氏のためのぱ政の実現をⅡ指し、 佳む人に優し
く 佳み続けられる持ら しやすいまちづく り を推進してまい
り ます。 どうか辞様の-・Ⅵのご卍解とご協力をお撒いⅢ し

・1，げます0
枯びにあたり 、 この柑)周年を機に、 束京新柄ラ イ オ ンズ

ク ラプがさ らに大き く 発展され、 あわせて会Ⅱの杵様のま
すますのご他勝を祈念し、 お祝いのことぱといたします。

弗京新宿ライオンズクラプ
結成4O刑午へのさ祝辞
ライオンズクラプⅢ際撰会
㍑朕A地Ⅸ  かくナー
L 山山上良也 (東京穏宕iiiⅡ丈:所Ⅲ)

東京新柄ラ イ オンズク ラプのメ ンバーの粁さんが、 紬成
40 川年を迎えられたこ とに、 今小庇330- A 弛ばカバナーと
して心からの祝意を衣します。 ひとi 1に何年と ・fいま して
も、 この良い期Ⅲを地域のリ ーダー ・ ク ラプと して活動し
緩けられた商い火新を思いますと き、 それは歴代メ ンバー
わ位の並々ならぬご努力があったものと容易に想像でき る
ところであり ます0

イ初、 新宿駅という 大き な拠A川辺のⅢ采家をも って
Ⅳ㎝)年5Ⅱ 1uⅡ耕成し、 Ⅱ年1())J7Ⅱチヤーターナイ ト を
迎えられま した。 これまでのアクテ ィ ビテ ィ ーを列挙する
だけでも、 新宿駅束1 1広場に成川金箱を佛投したラ イ オ ン
像の投Ⅶ、 柴吉防止、 現境保全、 献℡、 庁少年竹成、 小林
パ レー ド支援、 特別養老ホーム胡朋、 駅前の英仏、 油拙
下々、 社会への大きな助きかけを紬統されてきています。

また、 ユニークな叫来では、 内股新宿由縁の商迫ラ イ オ
ンズク ラプと友好Ⅲ係を耕び、 世人はⅡにわたり 、 中央公Ⅲ
にⅦ外不出の商辿械肚の小破小桜のⅢを移杣し、 それを児
廿にⅦ化されるなど、 煉批と 文化を一体と したⅡⅢも して
きており 、 ま さに祇)年の歴史を偲ばせるに 1・分な杖他的な
クラプであると バえま しょ う。

今後も新たなる決意のも とに、 新℡紀に向かってス ター
ト をき られ、 稔り ある午廿を丑ねて行かれることを祈念い
たしま して、 東京新r?riライ オンズク ラプへのお祝いの・f柴
といたします。

枕辞

ライ オンズクラプⅢ際協会会艮
L  ジム  ・ アービ ン

ヒ忌

この度、 化クラプが耕成何周年をお迎えになり 、 心から
お祝いⅢし Ⅱげます。
耕成4()川午記念は、 クラプのこれまでを綾り を持って側み
ると共に、 ビジョ ンをもって前ガにⅡを向けるぶ蛸ら しい
機会であり ます。 皆さんが行動を起こ し力を合わせて本イ1:
に尽く して ドさっているお険で、 地域れ会そして世界中の
恵まれない人々の仕ら しが向 上してお り ます。 このよ う な
深いご献りの故に、 協会はれ声を博するのです。

私たちのこれまでの来紺を祝う にあた り 、 将来にも Ⅱ を
向けなければなり ません。 私たちには本什の漸℡紀を築 く
機会があり ます。 いまこの時にⅡ分たちのク ラプの内向に
も Ⅱを向け、 会Ⅱたちが力拙く 本Ⅱの点欲に燃えているこ
とを確かめるべきだと思います。 会Ⅱ川強を奨励し、 指樽

ノJを育成することによってこそ、 クラプは確化に別 世紀の
ニーズに芯じる半価ができるのです。

耕成4()周年記念のお祝いを屯ねてⅢし 巨げますと共に、
今後のご発腱並びにご成功をお祈り Ⅲし トげます。

祝辞

ラ イ オンズクラプⅢ捺協会
計:れ1A地Ⅸ  刷地Ⅸカバナー

L Ⅱ@助に哲打抽 (北宗Ⅱ比谷1だ1v『は)

新宿ライ オンズク ラプ耕成川)周年、 減におⅡⅢ使う ござ
います。

比ク ラプはⅢワ午に我がⅢ初の束京クラプ挺出以来、 束
ぶに於ける 11冊11 のクラプと して発足されま した。 耕成Ⅲ
時は未だ℡朋ではライ オンズ、 という ものが1I新しい頃で、
村別なエリー ト集団、 との麒淑が棟めて商かったものと思
われます。

柑来、 今Ⅱに㎡る人少久しきに戊って有放な先世ク ラプ
と して大いなる活用を送げられ:@:30・A地ドの ドj@的役制を
朱たしてこられま したⅢに深几なる敬意を衣します。

特に永年築いてこ られま した数々の優れた各杣各様のア
クテ ィ ビテ ィ 一の化拭は、 貞のラ イ オニズムに徹せられた
"本Ⅱ" と して常に地域社会で担めて商い神仙を待てこ られ
ま した。

愈々新℡杣人り をⅢ近に控え、 私どもラ イ オンズク ラプ
を取り 巻く 諦環境は概めて被雑なⅢ枯を内包し、 会Ⅱの減
少化傾向をはじめ幾多のⅢ雄なⅢ胆も惹足しつつあり ます。

斯かる時にこそ化ク ラプの小故した折柳力を充分に允抑
され、 邱やける2i ii℡紀に向って、 史に一何の御花腱をされ
ますⅢを衷心よ り 祈念Ⅲし ビげ、 お祝いの詞と させていた
だき ます。
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祝辞

Ⅰ 村義朗
ク   プ

会長L   ゾ

\

㌔戸戸"
メナ
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畦地金腱、 会Ⅱの苦機へ
親愛なる束京ライオンズ

休

会艮L 弘どT干

椰休会の束川新Ⅵライ オノズの市)用年 の式典にあたり 払は台北彼典
ライ オノズの会の代表と して典粂の冊様にひよ りお祝いⅢし @ げます。

朗Ⅵライオノズは制Ⅱ公妃 歴代の会艮 現Ⅱの田地金托さんの乃々の
こ努力博によ り卸しい成網をあげ し力 もれ公にすばわしいⅡ棋をし ラ
イ オノズの劫杣 川念を広めわれたⅢは伸夫な成穏とおはぴⅢし @ げます。
この27 り 束のライ オノズの仲Ⅲと して、 束円地はのライ オノズの俊秀な
枇杷は柿休会の打と して大変りれしく Ⅳいます。

化会と我クラプとカ杣休会と してもう27 ¦i 0世き ま した。 この打<|: Ⅶ
の内仏述はおⅡいに児竹い 学料し 又傲励をし、 Ⅱを越え 柑Ⅱ月解を
し 友冊を育んでまいり ま した。 神にⅢ Ⅱ の9ⅡⅢ l1台濤人地喪のけは
音公は山に こ屯卍o)お児届いファ ノ クスをⅢきありカ とうこさいま した。
さらに川ll克彦 山村 尚冊ル合艮は台沌までお児堆いに束てⅢきま し
た半に、 称述は柿休会の駿かい女梢を沫く悠じうれしく人少悠曲放してお

ライオノズの同会の友柑が今後川々宋永く牡き ますよう これからも祈Ⅲ
ライ オノズは現金蛇はじめ軒採が会の允刑の海Ⅵ伐っていただけナLは必ず
やもっとすばりしい会になるでしょ う。 このすばらしい朋Ⅵライ オノズク
ラプのこれかりも坤々㈹鞘栄をお祈り巾し @ げます0

柚後にこの会にこⅢ牌，さオLたこ永代の力々及びライオノズの軒様のこ槌
収とこ本地の十せをいよ りお祈りⅢし 1 げます0

り ます

柿 クラプ
び Ⅲ抑典ラ イ オノズクラプ

て(:千@?n
◆ Ⅰ Ⅰ●●●●Ⅰ●●Ⅰ ⅠⅠ● ●●● ●Ⅰ ⅠⅠ● ●●●●●●●●●●●●●●●●●Ⅰ●Ⅰ●●●Ⅰ Ⅰ● ●●●●●●Ⅰ●●●●●.Ⅰ Ⅰ●●●●●●●●●●ⅠⅠ●●●●ⅠⅠ●● Ⅰ

祝辞
北川漸昭ライ オノズクラプの托さん な・成川川角 を迎えられ 技にお

ⅡⅢ庇う御串Ⅵます 心よ りお祝いⅢし 1 げます。
新ⅥいとⅡ咄ⅢとはそのⅡ引 @ @け代りJ4TⅢo)Aも辿滞 Ⅰ 内佛油成分
力 嵯艮5州 Ⅲケ瓜の俄いで小功あって 木康と㈹放弗の際はうぴと し
て 竣けを朋って疋めりれた叶川内で林同中地を朋止し、 その他州却@J
余坤をⅡ飢したと Ⅱ汝Ⅲ曲 歴史紺に記されています。 Ⅲ時の川竹
(現Ⅱの漸Ⅵ) にⅡ @ @用倣が股けらオL、 内朋新Ⅵとな り内撰木はⅡ地域
1 と して幕水まで糀き 良い歴史の中に朗Ⅵとの沫い甜・ぴつきができて

ⅥfⅡ鱒町 にⅣけⅠ小小のⅡ辿 「コヒカツ桜」 を聯榊させていただいたご繰
で音クラプと友好クラプo)捉携が紺・ばれ その後 冊辿Ⅵと新刊いが杣
妹柿ⅢとなるⅢ係に允旭した訳です。 化クラプに於かれま しては北川耶
肋が新Ⅵに移って束j の曲のi|i心地の役捌か益々爪淡になっていると 思
います。 祇Ⅵの良きに本ⅡM助を統けりれ 6つのⅠ クラプを挺Ⅱ され
たⅢは そo)Ⅲ僻なれ動力に深い牧曲を衣すものであり ます。
本11の佃Ⅵ年 記念ととHⅥ町 の良き恥11と して、 次の45 牌¦ 別用打 に
Ⅱけて笘々のこ発捜と地J@び)リーダーと してこ汎用されますようお祈り
Ⅲし 1 けます。 今後向クラプが史に糊湘なⅢ係になり ますようお抑い11l
し @ げ111l・ツ向 のお祝いの・1袋とさせていただきます。

います
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束けライオノズクラプがこの皮佃周り を迎えりれましたⅣ紳んで御祝
ひⅢし1 げます。

化ク ラプカ 出Ⅱ されたⅥ和下町 Ⅱ時にはぶたⅢクラプしか来示にな
く 氏クラプカ 郡内1 冊llのクラプと して城内地トマ ト ノブと してス タ
ー ト されま したⅡ 嫉氷川町 の幾り繍をライ オニスヱ、の花展 特に汎発
に ア クラプを挺Ⅱ させ 今やその緒クラプ甘を数人ますと柑数クラプに
述しており Ⅱ地はo)1ハが化クラプを湖と している 抑-憶いており ます。

Ⅱ リ/コ ソ内に於いても柚ソ・のク ラプであり新Ⅵト内はも とよ りl1@
好 杉並の 4卜を円@礼と しているⅡ リ/コ ソの常に折柳的役割をけって
来りれたⅢに敬は6表させて戴き ます， これも先人力 築いて温う@Lた足
勝を人切に多 1 済々のメ ノパーカ根神を甜・悠さ@L 努力されたⅣとⅢい
ます。 神に5向 Ⅲの阪神淡路人夫災の街虫梯金迎助に崩しては 典クラ
プの捉袈が Ⅱ時の圭甘LA地はのキヤヒオ ノ トを動かし 棚内の全ライ オ
ノズクラプカ 尽風吹く択由に弗令迅助を1rいぷ哺りしい成采をあげた け
は荘ひでもあり ま した。 また IIり/ヨ ノ内に於いては @ポイ捨て拾Ⅱ 」
のキヤノヘーノなり ジョ ノのポⅡM助と して耗いており ますが これも
典クラプの脂遵力によるものと大変恩Ⅳしており ます。
さて 捌Ⅲ紀を迎え化クラプがけ代の変化を故地に感じと り引き槻いて
城内地いのリーダーと してⅡリ ノコ ソのこ折柳をお拍いⅢし @ げ叩祝辞
と放します0

Ⅱ際協会

(心木杉並束LCl所肘)
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枕杵
束が漸Ⅵライオノズクラプ甜，成1(1ん・d向 記全式典をⅡRⅨのメ ノハ一

を代衣して屯 よ りお化いをⅢし @ げます。
IW)年 5Ⅱ斬Ⅵ1じ力 来川渋行ラ イ オノズクラプをスポノサーに柿内

Ⅱ冊1lのクラプと して舶ハを|げて油ⅡⅡ にな り ます。 そ㈹円地域に押
舌した本川舐助 1r故に付して㈹撰助衿故多くのアクティ ヒテ ィ ーをし
てまいり ま したがそのⅢでも Ⅲ川町 Ⅲ際放椴湘助o) 坤と してエチオピ
アの凧餓鮮民に ， 放 牧油彩幾を超越したアクティ ヒテ ィ と してメ ノハ
一の代火力現地に赴き穏・水中を山接内川し 又14KN@甘 1Ⅱには阪神 淡
路人轟災び) 川町 にあたり 恩坤地け全域を巻き込も人弗紘キヤ ノペ一
ノを凧I する発媚を伯るなと多くのカ力檸Ⅱ舐助を腱I Lて参り ま した
が斬Ⅵライ オノズクラプと してこの41Ⅵ Ⅲに笘拍1位 l TノJ I玖 @ の多
柏o)金銭によるアクティ ヒテ ィ をして松り ま したことはこれ知のこと と
恩います。 これりの小柄はiiRⅨのみなりずタ甘LA弛いのT朋的役 RIを
担いⅡ々研航をしていますことはU、く 知るところです。

これかりも先朋ライ オ/が築いて荘り@Lた共綱を榊まえ 紺・成Ⅲ周句
を契機にⅢ Ⅲ紀に阿かうライ オノズクラプo)石 り力なとを棚粁に入れな
がら 今後Ⅱ尚 Ⅵのこ乱用をひよ りお祈り して お祝いの・1袋と放し
ます。

Ⅰ伐木・兼村 (束。・滴・・C所川)

●●●●●ⅠⅠ.Ⅰ ● ● Ⅰ ●●●● ⅠⅠⅠ ●● ⅠⅠ Ⅰ ●●●●●● ●◆ Ⅰ●●Ⅰ●●●Ⅰ●●● Ⅰ Ⅰ ●●●●Ⅰ..● ●.●Ⅰ ●●.●●●● Ⅰ.●Ⅰ ●.●.●◆ Ⅰ●Ⅰ.●●●● ●Ⅰ ◆

祝辞
Ⅲ際協会
/サークラプ)

本昭義

Ⅰ

こ@Lもひとえに席先廿ライ オノかり今Ⅱに廿 り ますまでの神メ ノパ一
の永いⅢのこ小川 柑Ⅱ別冊と協力の脚物と散亡を衣するものでござい
ます。 み、八潮クラプとはi|せ瑛クラプ紺・成時o)様Ⅰを知るメ ノハーは戎
金ながりおり ませんが クラプ挺Ⅱ 嫉柴 地域川会におきま しては切片
のこと ¦ 城レペルでの本Ⅱ活動にこ尽力なされたことは W川び)こと
であり ます。 そのi地域性Ⅱも多く避小され ライ オノズクラプ全体に
付するⅡ献は数々のアクティ ピティ 及び細粒でのお窩きでのノ、拙力 小す
逝りです。 又1)つo)エク ステノ/コ ソに伐る Ⅰ クラプの挺Ⅱ 柑・戊への
こ努力とこ指弾力には Ⅰ甘LA地けでび)抜きんでたM助でありその後の北
川地けに於けるライ オノズクラプ発破に窩り された係クラプ以降の数が
小す様に私共にと り ま しても棚とするところです。

どうかこれかりも束けの新しい山い地において束るへき捌Ⅲ紀に刑わ
れⅠ仙丹Ⅲ介艮はじめ役Ⅱ メ ノハーのカ々㈹拙いⅡ紬と協甜と共に、
歴史ある化クラプが揺々花凧され こ活Ⅶをなさいます様祈念し、 お枕
いひ)・1柴といたします。

1 げます
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限りない牡甜を込めて
耕成川何年人会お・挙公良

木年5月 I9Ⅱで東京新宙ラ イ オンズクラプも穏午の歴史を刻
むことがⅢ求ま した。

私は紬成Ⅶもなく 東京新柄ラ イ オンズクラプのⅢ村義榔様の
紹介でlo用に本ク ラプに入会の承毘を戒き ま した、 恐ら く 私の
人公拙敵が刑甲介初の郡胆であったと思います。

東八でのラ イ オンズI]冊11のク ラプであり、 その拙成メ ンバ
ーも束京医大 ・ 馬耕先生、 岡Ⅲ前Ⅸ艮、 火器会研 ・ 藤森氏、 杣
伝 ・ 安Ⅲ氏、 不二プラスチッ ク ・ 池 ド氏、 円武党 ・ 4 照氏、 そ
してⅢヂ冷蔵 ・ 小曲几下、 刺椰心新宿地域だけに牧夫たる各 ピ
によってスクー ト した名Ⅲクラプでした。

私はゼ迎にも、 その年の]OⅡ若 ド為韻で人余を許吋された択
ですが、 )j2Ⅲの例会にⅢ仰するii*f待油しい柑で、 例会に小る
仰に索帖らしい方々にお会いすることが小米、 前分と勉荻させ
て煩き ま した。

とⅢしますのも、 川村l32<|-:9U新柄杣木に朽坤の甲拐所を¦ 
投、 小さな企来のi かり を灯した仏典でした。 その2年T後にⅢ
クラプが枯成されま した。

仏典の企来の歴史は新柄ラ イ オンズク ラプの雁山の殆ど ・耕
と云っても迅・fではあり ません。 そして現在チヤ クーメ ンバー
柚後の称大な先廿l|穏さんが終り会Ⅱになられたので、 到田姑
Ⅳ参になってしまいま した。

メ ンバーの侍様のご推鵬でク ラプの役槌簗てを歴任Ⅲ代Ⅱ会
艮も肪めさせて頂き ま した、 ゾーンチェアマンもディ ピテ ィ サ
バナーも、 今は故人となられま した木村Lの強力なお力添えを
頂き、 焦宇肪めさせて頂き ま した。

サバナーⅦ姻ではⅡ らの力小足と不Ⅲ明なさのんメ ンバー各
位に数々のご迷惑をおかけしま した。 特に杣木L には心からお
詫び巾し トげる次第です。

40小川の思いⅢは到庇竿舌に尽く しがたい次第ですが、 小71;
をⅢ分の 丘供の様に可愛がって ドさった、 故人になられた曲凡
常 ・ 石Ⅲ様。 新柄でスキー仲円な多数引き連れて歩いて朋然お
会いした時には、 全はを寺Ⅲ用に招待して頂き、 用り にはお ヒ
帝まで持たせて ドさった ;浦ⅢⅥLのお父 巨など数限り ない思
いⅢがあり ます。

そして、 現メ ンパーのガ々俺てが温かい絆で今Ⅱ までご交拙
を鵬って参り ま した、 お -人お 一人からお受けした、 ご思せ友
冊物"については次のR会に丼かせていただこう と思いますが、
制眈40午に出たり ス ター ト Ⅲ時の思いⅢを竿のつれづれに、 そ
のご恩に甘し無限の悠脚を速めて曲かせて瓜き ま した。

迫記  倣えて先廿並びに
て頂き ま した。

40年を宮ぴ、 妄り新たに
束妹祈宙ラ イオンズクラプ
弗Ⅲ代会艮
L  畦地秀明

感謝のことば

耕成ⅠⅢ用年  失行委ⅡH
悌地代，即
L  山ナ11Ⅰん吏1Ⅱ1ニ

束京斬宙ライオンズクラプが1fN油@l;5l1ⅢⅡに枯0され、 この軒宙に於
いて何年の奈仕活動を籠けてこられま した。 今Ⅱここに2(朋Ⅱ5Ⅱ 1211 
柑)W午を迎えられたことメ シバ@‥同人空地しく思います。 ここまでには
スポンサークラプの波行1んはもとよ り、 キヤピネッ ト、 ククラプの池袋
LC、 AI クLC、 新柄束1ん、 朋布Ⅰん、 新品心LC、 太Wlん及び、 リ ジョ

ン、 ゾーンクラプ各位又劫妹クラプの ;朋1で、 台北御判牡ヰ会、 友好ク
ラプの商汝伊那束1んの神化の泄かい抑止扱があってと忠甜をこめて脚礼
をi|Lヒげます。

何年の冊に社会状況は束京オリ ンピックで掛みがつき、 ・:皮のオィ ルシ
ョ ックを扶んでかんだふく らみを枝け棟批を破壊し、 ハジケて繍んで冊ん
でいる今Ⅱです。 でもこの新榊は尤拭で倣助を籠けています。 デジタル、
ITげ代、 機帝i 萌とパソコン店の敵川となる ・ガで、 反れ会的化物乱川神
の坤加。 どの様な町、 れ会になるのか。 仏述のパⅡ活動も地域の多くのⅢ
体、 卸籠、 行政と共に迅めて行く ことが人切なことをよ り強く忠じる今Ⅱ
でサ。

40W年に当たり2(XM)午という2O世紀柚後の午として4(1年の苓Ⅱ活動の
足跡を商く肝仇してます。 この性、 先世ライオンが失いて Ⅱさった新宿柑
束llⅡけ肘がピルの商Ⅵ化により糠舵がはたせなくなったのをは介に・ 時
化に併行した斬らしい小Ⅱの心の発越地と して、 ニユーモデルのライオン
仰をモニュメ ン トと して穏伸しま した。 こ 、 を 「ライサンひろは」 と命名
L. 2I|l世制に向け、 ライ オンズクラプとれ合の人々の心の卸を亡くむ "ラ
イ オン椴のあるライオン広朋" を多くの人々に集いの柑折と してWI して
仰けます採㎝っています。 私述メ ンパーは、 この広肌の石碑に刻まれた椎
Ⅱo)杣神を人切にし 心を俺されⅡ身がffって行く と思います。 また、 折
柄94o)新たなシンポルとして育て、 本Ⅱの心と坤を捌℡紀に構いで行きた
いと思います。 枯びに、 軒棟の今後代変わらぬご指4と友優をおⅥいし、
各位の脚他膀を祈念放し ご挨拶とさせていただきます。

・離のガ々の名冊の後のLは竹賂させ

本1に 、 に行政側係並びにれ川体の冊梯方のご曲席を棚ると共に、 330- 
A地Ⅸガパナー ・ Ⅶ地Ⅸガパナー ・ キャビネッ ト役Ⅱの軒楳・ そして各ク
ラプよ り多故のメ ンパー各位のごⅢ席を壊り、 かく も煉々しく鵠0何Ⅵ@1;
式典をⅢ拙する迅ぴと成り ました叫、 憶に光栄に存じますと共に、 軒母ガ
のご携刀に肘し心よ り忠甜Ⅲし ヒげます。

ヤクラプは1fN@1年、 東京波行LCをスポンサーとしてねいご指音のもと
に枯成され・ 友仮の坪を沫めつ、 社会に 『伊と再びと忠助@ をもたらす活
肋を棚選し、 犠多の曲ぴと片億を乗り越え木午耕成冊冊午を迎えま した。

肛に悠仮無ばでございます。 これも仰に、 クラプメ ンパーの枯束は勿曲、
炬械の軒梯そして各クラプ ・ メ ンパー神化のご丈援ご鵠力め㈹と、 忠甜の
念で ・杯でございます。

本年はミ レニアム㎝H)年、 2l|i卸をlli冊に戎Ⅲは沖会冊逝も軽而もあら
ゆる佃仙忠も倣坐する今Ⅱ、 !l不仁坤十1 せと成る・ 仏共LCの活助も大
きな転換川を迎えて甜り ます。

私共はこの出金すべき4()用午をはに、 先廿方が失かれた小Ⅱへの伝就と
梢肱を描承すると共に、  -W友梢の和を深めつ、 本仕に吋する己の行助を
帯し、 祈らしいけ代に柑心しい本Ⅱを辿求し、 史なるライ オニズムの商棚
に甘逝する川れであり ます。 どうか軒糠の変らぬごけ冊を騰り ます棟お仰
いi|iLIげます。

終りに成り ましたが、 私述はは力ながら今Ⅱの小胆のため努力して捨り
ました。 小竹川きの点はどうか友養と克容の劫神にてお沖し ドさい。 そし
て今夜が思いⅢに残る出金すべき楽しい ・夜に成り ます糠、 冊梯におⅥい
申し Ⅱげますと共に、 本iiごを会の侍様のご槌膀とご多申を心より祈念il1
し Ⅱけ、 火行委Ⅱ艮としてのお札のご挨拶とさせて冊きます。

900



●子クラプからのメ ツセージ● ●子クラプからのメ ツセージ●

。。池袋丁矛行桟ズ
認証状伝達式   7967年70目

一フ /

会長 Ⅰ酒井 三雄
葉広新宿LCの神様、 絹戊40用年記念おHmとうございますⅠ
東京で1]冊目、 40年の長きにわたる孝仕活助に甘しましては、 私ども新宿Lcをスポンサークラプとして拮

成されました池袋ライオンズクラプは、 黄クラプに対しぬ沖の念を表し化クラプの功紬を締りに思うものであ

り ます0
私ども池袋ヲイオンズクラプも由構ど㎝2年に枯成40周年を迎えますが、 *クラプの町かしい活動と功杣を

拍に、 活力に濫ね、 田かれたライオンズ甘神を牡に社会本社活動を撲ける所在です俺
今後火、 黄クラプ先穏ライオンのご指棚、 ご億健を群り ますようお掠ひ申し上げまして、 お祝いの旨娃と致

します。

東哀調布う"""""牙ジ"    。
"------

認証状伝達式   7965年4戸 会長 L加藤 宣雄
東京新宿ライオンズクラプの神椴、 枯戊40何年を迎えられま したこと、 心よ りお机いを申し上げると共に

お鵜ぴ申し上げます0
歴化余技棚及び役甘の方々を始め、 メ ンパ～の神様の友優とあ什の肚心に碁き冊熊と努力で耳く伝統を抜

かれま した肌に、 仏典子クラプと致しま して心よ り牧舐6表すところでございます。
この浜荻ある旧を契はと し、 メ ンパー相互の友冊をさらにに沫め、 社会本仏に杣迫されます棟仰祈念巾し

上げますっ
億わりに臆しま して、 東京肝宿ライオンズクラプの世々の御尭成とメ ンパーの御位膀を祈念し、 御拙いの

辞といたします。

東京"八王子ヲイオフズクラプ
一 ・ 一一 一 一 ・   "" @マ

会長 Ⅰ太田 正利認証状伝達式   @964年4戸
枯成何周年おめでとうございまサ。
生命の始ま Ⅰが、 川ぬ分裂からなり、 儂り返すことによ り発途し 本能が宿り、 固有の形を形成し、 抽白

の考えを持ち戊授する。
]564年に新宿Lcのスポンサーによ り次男と して挺叱しま した。 三多砧地Ⅸで一番仮初のライオンズクラプ

です。 新宿LCには、 棋りない忠甜の妊持ちでいっばいでサ。
八王子LCは、 この忠甜の施持ちに答える撰昧で6つのクラプのエクステンショ ンをしま した。 ユクステン

、ンコ シのサばらしさには、 生命の始ま りの忠肋があり ます。
これからも簗クラプと して、 お見守り ください。

認証状伝達式   1990年5 同           会長 Ⅰ渋谷 俊徳
東京新柄LC甘皮40周年にあたⅠ、 子クラプ "取束新品心" を代表し心よ りお拙い申しヒアまサ。
蝸戊以来40午Ⅲにおよぶ故々の活助の全てにヲイオンズ杣神と リーダーシップを発抑し笘けている俺クラ

プには群牧の念にたえません。
我 "束京新棚心" は、 平成 cq;l2月に5*Hの子クラプとして黄クラプ30W午肌采と して推叱しま した。

ごめlo年Ⅶ常に我々をご指遵していただき、 共に活動し、 常に興クラプをⅡ折した新品心でした。

今後代鞍クヲプが新宿地Ⅸだけではなく㍑牛A砲Ⅸ、 全Ⅱ本、 全世界にはばたく半を祈念し、 一言とさせて
いただきます。

I 一東京大陽ライオフズクラフ
認証状伝達式 1964年4戸 会長L樋口 悠治

折柄ヲイオンズクラプの皆棟、 蝸成何周年おめでとうございます。
皆糠力のお耳ぴもひと しおと押京いたします。 あわせま して、 ここに唯大な紀念れ会の囲拙を心からお拙

い申したげまサ。
私述軒宿束ライオンズクラプは、 黄クラプのチクラプと して、 鍋年の歴史がございます。 常に棚クラプを

手本と して、 地域社会に対する奉仕活肋を打ってまいり ま した。
これからもいっそうのご指遵をmき、 ライオニズムの商拐に妨めてまいり ます。
蝸ぴに新宿ライオンズクラプの 世々の発展と、 メ ンパーの皆楳のご他膀をお祈り申し上げます申し上げ

ます。

認証状伝達式 1993年lo同 会長 Ⅰ 渥美 美奈子
黄クラプの4O月年をお拙い申し上げまサ。 戎クラプは世クラプを小心と した]]Rクラプを机クラプと して

推催したと、 つい荻近知り ま した。 それまでは、 てっき り貰クラプのみがスポンサ@だと思っていたのでし
た。 しかし そのいきさつはさておき、 黄クラプはスポンサーと して、 戎クラプの成立、 成授に、 多大の尽
力を頂位していますのは、 憶にありがたく悠紺申し上げます。

その別の心予知らずで・ 我クラプは村川神に朗うような戊及をしていないことを恥じ入り、 お詫び巾し上
けますが、 黄クラプの40用年行甲には、 杭余接杵で全Ⅱ出席し、 柑庶を衣Ⅵするつも りです。 40何年を一区
切り と し・ 黄クラプは史なるり発展をⅡ指すことでしょ う。 我クラプは自己発展を圭とはしますが、 甘而か
ら、 黄クラプの御発展に、 何らかの寄与をしたいとⅥっています。

～ 。'""

@Iれ・タアヴ)卸@1
ⅠⅠⅠⅠⅠIⅠ円UIⅡⅠ

)びⅠ廿甘・・帥はⅠ瑳よ/
4

)内曲・訓甜 uii 1:，おり)偉材 ):zせ;!;i』ヱf!「tヴ)fネプり@@:ぴJ;ば・鱒丘Ⅰ

lo 1Ⅰ







第 Ⅰ  年度  @960 ～@96Ⅰ
/
・イ
、

Ⅰ Ⅰ，，。ア ';ア げ;㍗。ア。 第 2 年度  @967～7962 円蘇り7アグ/ ， ド
総額540,000 円 総額964,000 円

" " ""

一

ト

鍵

16 17



第 3 年度  @962，@963 。，Ⅰ ぽ'ア 。 アげガ'甲 。 ド
総額2,209,000 円

>

第4年度 @963～@964 円心笛甘が㈹，㌢
総額l , 025,000 円
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▼

ム新宿車Ⅰc認証状の伝達式
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第 5  年度  @964～@965 ACT虻Ⅴ群f ，Y
総額736,000 円

>

第6年度 @965～7966 ACTIVITY
総額1,164,000 円
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ム泉京オリンピツクに国旗掲据培とトイレツ トカーマ台を宙呈
ムこの特は作詩家西条八+先生無期の作品となった

授億は虎ノ門病院でふるえる手で執筆した
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第 7  年度  @966～7967 ，，㍉ "㍗，"ア '正 Ⅰ " 即穏'"下，
総額833,000 円

第 8 年度  @96Ⅰ～@968 ACTIVITY
総額1 ,019,000 円

"" "

ム甘少年健全育成の一瞭としてボーイスカウトヘテントの青苗
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第9年度  @968～Ⅰ969 八行WW㍗ 第 Ⅰo 年度  Ⅰ969～Ⅰ970 ACTIVITY
総額1 ,167,000 円 総額1 ,851,000 円

▼ワ故処理車の宙宙で廿視総娃から届いた受ウ

ゆ

Ⅰ・Ⅰ・今，ウ Ⅰ@クⅠⅠ
■ⅠⅠⅠⅠヰ ⅠⅠⅠⅠ

ⅠウⅠウ兵は田ATⅠ@～Ⅰク六Ⅰ伯ⅠカⅠⅠ
Ⅰ宙帝ウⅠⅠ田ノⅩⅠⅠプ

ⅠⅠ 宙 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ ■
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第 Ⅰ  l    年度  1970-197 @

.

第12年度 197@～l972 パれ，Ⅰ7げ㍗Ⅰ ， ㌢
総額431,000 円

"一一一""""""一""" ""

八宗王フラサホテルにおける提携式典とパーテイー

八日本ジヤンポリー風寮
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ム提携馨に調印のⅠ志村秦正



3^1974 ぬれ CƒAヅアƒ_YY197集 Ⅰ4年度

総額l , 795,000 円
一一

29

ACTIVITY第13年度 @972 `@973

総額2,288,000 田
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く甘少年育成の一瞭ガールスカウト支援による妊謝状
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Ⅰ

第 l  5 年度  1974～@975 / / ， K
総客頁l , 878,000 H

第16年度 @975～@976

?

AC㎝Ⅵ押
総額l ,668,040 円

●15周年記念式典を朝日生命ホールで行う
●献血迎劫の充実川軸
●Ⅸ肉身僻者慰安滞励大会に協億
●区内少年斜道大会に協は ●クラフ誌 「絆」 を創刊

⑥会長 L京野 四郎 ⑩幹事 L高構 明 ⑥会計 Ⅰ西田 良三

狂札物価/ゼロ成長ノベルばら

●新宿西口公囹の子供の遊び場へベンチ寄措
●漸宿身体坤宮者祐袖協会へ援助
●新宿敵舞伎町コマ掛瑚前へライオン像設田浬備側始

⑥会長 L吉Ⅲ 敏夫 ⑨群羊 Ⅰ鈴木 報 ⑨会計 Ⅰ西田 良三
赤ヘルノアンタあの娘のなんなのさ/ツッパリ

蜥

、 憶。 f ，や 。田

人精成l5周年式典 朝日生命ホール

・ 夫
Ⅱ ，

" '

ムクラフ詫 Ⅰ絆」 を創刊する

、よ
百

Ⅰ "Ⅰ

Ⅰ
つ Ⅰ Ⅰ

卸陶
（

。。，"ギ運
・

由
・

， 、 -

『
ワ
，

百

八l5周年式典 元口擦理事Ⅰ追水久常の顔が見える

」;
八西口公田 (現都庁) 広場へベンチを寄贈

「
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第i7年度 @976～@977 / /; /
総額4>093,952円

第18年度 @977～@9Ⅰ8 捺ぞTfy/7Ⅴ
総額l ,582,902 円

一

一

下。 一"""" "" "●歌拙何何のライオン像 (2代目の俊) を完成し募金箱を設円して献金側始する (台北出典Ⅰc媛挽，3周年記念Ⅲ業)
●油宿，察苫にジーフを描る
●新宿地図小学校にホワイ トボーイを揺る

⑥会長 Ⅰ田田 棟藏 ⑩幹事 Ⅰ三浦 正男 ⑥会計L岩村 謀一
記構にごさいません。/OOさんちのOOくん

一"一一"一一""Ⅰ"下7コⅠ

●新宿地区少年野球に仲勝棚を寄描
●漸宿地区小学校へ児，卍・用傘を寄付
● 1クリーン新宿」 辿助に批極参加

⑨会長 」湯沢 和郎 ⑩幹事 Ⅰ小林 告 ⑥会計 Ⅰ中村 政一

落ちこぼれ/ルーツ/たたりじゃ一/テレビケーム
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?

第 Ⅰ9年度 @978 `7979 @
@\ /  Cfy/q By

総額1,356,828 円
第20年度 1979 `@980 ACTIVITY

総額1 ,938,41 6円
一""""一""一一"""""一"  d

 BJ"" ヰ" '/ Ⅰ

▲20周年式典を京王フラサホテルで行う
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第 2 l   年度  Ⅰ980～Ⅰ98Ⅰ 伊 ; -軒i     Ⅰ 第228度 1987～71 982

総額3,1 1 1,640円
>

ACTIVITY
総額2,890,162 円
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第 25  年度  @984～@985 IVITY 第26 年度 @985～@986 ACTIVITY
総額2,372,900円 総額802,71 8円

-"- ， ・， ・ 一 一一"一一

●P5周年記念式典を行う ●り僻者スボーツ大会に協力金 ●つくは85科学万博協力
●新宿消肋円にワイヤレス拡声機2台網呈 ●日赤由夫血液センター新宿西口出張所の工宇の一都を協力
●新宿中央公圓守る会に協力、 油描用具寄皓 ●新宿区身体坤害者禰祉協会へ脇付金を描る
●万一ルスカウ ト会館建設ロ金に協力 ●アフリカ飢餓難民救済 ●新宿区立小学校新人学兄ゆ黄色い備子寄措

⑥会長 Ⅰ西田 良三 ⑥幹コ Ⅰ斉藤

マル金 ・ マルピ/イツキ

● 1教台文化円少年自戒脇目1 に協曲金
●はたちの秘曲迎肋キヤンベーン実施参加
●日本点字図Ⅲ館の映画人場券協力
●新宿駅前の日時計と若菜の塔へ油婦弟力奉仕

m ⑥会計 溝呂木 廉次 ⑥会長 Ⅰ石原 栄太郎 ⑩幹靭 Ⅰ五味

やらせ/盆妻/さんげ/新人類

ワ ⑪会計 L内藤 勇
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A25周年のアクティピテイーとして
エチオピアに鎗水車を措る
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レ25周年式典を京王フラサ ・
ホテルで行う し も

れ*
く叩前の美化運動

(第78代会長Ⅰ湯沢和郎)
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第 27  年度  @986～@987 爪れ。Ⅰ ，Ⅰげ㍗/ ，Y
総額632,420 円

第 28  年度  @987～@988 \Ⅰ ぴ/ 。/㌣㍗/ ， ㌢
総額1 ,885,400 円

""一一"一一""" """" "" " "" ‥

"; ，
ム恒例となつている昔の宙少年パレード
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マ

/第29 年度 1988～l989 Ⅰ だW，舟Ⅴ尹げy 第3O年度 @989～l990 ACTWITY
総額3,420,940 円 isa 16,617,91 Or

一-- ---- ・一 一一一 一- 一""" " "
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"通鰍
鰍
"曲"i'‥""・， ";八台北復興Lcとの共同アクティピテイー

八税関へ麻薬探知犬を

▲日赤へ献血広報車を寄措
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Ⅰ 第 31   年度  1990～@997
r

@Ⅰ;;P"Ⅰ  Ⅰ

●ブイリツピシバギガ地区地細災害援助金
●札幌冬季ユニパーシヤード協力金
●台北後輿Ⅰc2O周年救急車の資金一部贈呈
●一万人の献血記念式典を行う  ●都庁献血ルーム問前祝金

⑥会長  Ⅰ斉藤  席  ⑥幹コ  Ⅰ川口

""。"""""。"""。。"

/
/ Ⅰ Ⅰ ，'Ⅱ 'Ⅰ Ⅴ Ⅰ'Ⅱ 'ド Ⅰ 第32年度 @997～@992

）

克彦 O会計 L竹村 社男

Ⅰ ユよⅠ@;じ"Ⅰ Ⅰ

●央仙首世臣災害援助金を描る
●身曄者をティズニーランドヘ招待
●新宿駅に目の不自由な人のための点字誘4案内板の設田
●アーサ一大野心れあいチヤリテイーコンサートを朝日生命ホールで行う

⑥会長 Ⅰ山洋 品町 ⑨幹ワ Ⅰ松田
半歩蛾衞/損失補靭/火砕流

Ⅰ

総額2,499,800 円
Ⅰ

イ L鴛，ダ/げ円Ⅴ
総額6,631,733 円

Ⅰ

樹 ⑨会計 L篠 立仲

1
1
;1

ぶ東京新宿ライオンス な方の点字案内板を設世 八アーサ一大野チセリテイーコンサート(朝日生命ホール)
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●央仙首世臣災害援助金を描る
●身曄者をティズニーランドヘ招待
●新宿駅に目の不自由な人のための点字誘4案内板の設田
●アーサ一大野心れあいチヤリテイーコンサートを朝日生命ホールで行う

⑥会長 Ⅰ山洋 品町 ⑨幹ワ Ⅰ松田
半歩蛾衞/損失補靭/火砕流

樹 ⑨会計 L篠 立仲

●ブイリツピシバギガ地区地細災害援助金
●札幌冬季ユニパーシヤード協力金
●台北後輿Ⅰc2O周年救急車の資金一部贈呈
●一万人の献血記念式典を行う ●都庁献血ルーム問前祝金

⑥会長 Ⅰ斉藤 席 ⑥幹コ Ⅰ川口 克彦 O会計 L竹村 社男
パフル崩壌ノブアジーノイタのし



㍉

第338度 @992・@993 :ハ Ⅰ ， 。 Ⅱ 。 ㌃ iT ，計。i尹'Y 第 34  年度  @993，@994 /Ⅱ 鴛卸Ⅴげ㍗Z ，Y
総額2,919,054円 総額4,553,312 円

/

ム乗宗太拐ライオンズクラプ

八車構あって親の元で育てられない子供達を保育している二葉乳虎碗に其の訪問
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@ヰ

第 35 年度  7994 `@995 /
グ
 A

Ⅰ Ⅰ  C BⅡ  B Ⅰ Ⅰ 'Ⅰ'Ⅱ" "
総額2,800,785 H

>
第368度 @995 `7996 ACTIVITY

総額5,155,013 円

ム新春の甘少年パレード協甘
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第 37  年度  @996～@997 カザ，; :7"蘇TY
総額3,822,200 H

>
第388度 @997～@998 ACTIVITY

総額4,035,455 円

A拭山窩力者2戸人の達成式典

ワ養屋した而遠伊奈東Ⅰc 新都心Lと共に

" ナ
ム瞭境保全 ・ アイ ドリンクス トツフ選句

八中央公ロヘコヒガンサクラ案内の碑を建立

八東京新宿」c 東京新都心ⅠC
新宿門前大通り、 80O人の新春祝賀パレードに参加

す
;｜

ム長野オリンピツク選手団長壮行会行う

ムモンゴルに教育施設改籠支牡

Ⅰ内藤新宿開設3OO年に協甘
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‚-結成苗時の想い出二話‚©
● ● Ⅰ●...Ⅰ Ⅰ Ⅰ..●●Ⅰ ●●.....Ⅰ●●●.●ⅠⅠⅠ●●●●.Ⅰ....Ⅰ●ⅠⅠ●.Ⅰ..Ⅰ Ⅰ.ⅠⅠ Ⅰ.Ⅰ.......Ⅰ.Ⅰ..Ⅰ ◆ Ⅰ...Ⅰ Ⅰ ◆Ⅰ ◆ Ⅰ....

媒京新市ラ イオンズ
クラブ結成の頃

A献血迎動中の市田し
(7976年ごろ)

斬@Fi1で‚Ñ)綿成の助さは E 渋谷@ぶに人 C Cでいた A 1 C池ド  E 1 C安Ⅲ両人
が A 朗宿‚Ð)知人に商しかけたのがス クー ト となり ま した" 仏は1 C湖沢肥
待と 八に勒通され E 入会し ま した B そもそもラ イ オン ズ  E クラプとは  A
いかなる会か解らず A 人。た様な次第でず B (I C池沢七行は竹A19‚Ð)及で
‚Ý Aよ りl T午 ド Eにで A 仏‚Ñ)家の  Etl幣の軌突Ⅲ用の次Ⅶでした B) 

仏は A 弼成叫僻の公介で昭和:15 Bl;竹り Ⅲll‚Ð) A ト トヤ  E ホテルの余今
には欠席しま したが A そ㈹後は2  E 笘ⅡぐrJい参加したよ うに朋 Aいまず
が C 卍t‚Èにも Ⅲけり||記にも無いのでず d ( ト トヤ  E ホテルは斬Ⅲ  C lI E
村川が戦後焼け残 C Cた後 A 鵜乃川‚Ñ)尼沖紺と  EⅡ)o)が大仙にⅢiiL不法に
ili L A 営穏Ⅲ来ぬために E 央の¦地を Vりていた| C安Ⅲ卍  EがI れ用
の捧かもⅢAI 1を作り  A 山村用を僻り 半げ斬宿に無いホテルをl l 足して
いたの"C-4" B) 
以ド  E小川のクラプ行Ⅲを仏のⅢi)|lll記かも抜杵してみま した d
ii;付n:帝午 ⅡⅡ  ぱll 新宿束爪卸飴にで新宿iだ第 i Ⅱ公行ありⅢ席ず d

1ill 四Ⅱ ラ イ オンズ  E ク ラゾ映沖公 I i庇㈲Ⅲ沌余Ⅲ化会館 | 
に於でⅢかれ C 家内  E 艮力を辿れⅢ席ず B

7Ⅱ  川11 州市束店付飴にで A 斬Ⅵ1だ例会にⅢ席ず"
目1 III 新宿束京竹飴にで A 斬佃iだ例会にⅢ席ず B
目1 Ⅲill II : 111l簾小束伯ホテルにて A ラ イ オ ンズ  E ク ラプ

登城湊U余ⅢかれⅢ席ず B
!l)| 引ll 新市束京竹冊にで A Ⅵ宿lT例会Ⅲかれ出席ずu
tl)J 田Ⅱ 領座来笘ボテルにで E 新窩I.Cチャークー  E ナイ ト

蚕Ⅱ公叩かƒSLⅢ席ず" 丈簾用@だ例久にⅢ席ず d
ⅢⅡ  III 卸朋松W i別館にて d Ⅵ宿  E 鉄叫@ん竹川にてチャー

ター  E ナイ ト 湊Ⅱ合ⅢかれⅢi ず"
Ⅲj! 7II 新1F;1TWi倒久のめめ永山と 川に新宿コマ川棚に行

さ  C 引粕さ午後4時よ りの領牢束なボテルにでの  E
穏牢  E 新宿介Ⅱのナャークー  E ナイ トにⅢ席ず B

(倣 ド A 賂)

●.Ⅰ ◆.◆●..Ⅰ●..Ⅰ.Ⅰ●●●●●.●●Ⅰ●.●●Ⅰ ● ●●●.● Ⅰ ●Ⅰ.....●.....Ⅰ....Ⅰ.....Ⅰ Ⅰ...Ⅰ...Ⅰ..Ⅰ●.Ⅰ Ⅰ..◆.Ⅰ Ⅰ Ⅰ ◆

新市ライオンズ
クラブとスカウ ト迎助

第7代余艮
L     廿Ⅰili 
Lsi:"@l11

ギ 禽
綱

八今なおボーイスカウ ト  A
ガールスカウ ト育成に勤
しむ高山Ⅰご夫妻

ラ イ オンズら携¦㈹少年少な湊ll会‚Ð)JⅡに " E c dボーイ スカウ ト  E ガ

ールスカウ ト c cなどを紬鞍し A または後撰ずる" とⅢ記されている。
ラ イ オンズクラプ (iん) とそ㈹Ⅲ午前に牛れたボーイ スカウ ト UIs.) A
ガールスカウ ト は;お E) とはそ㈹l1的 C L旨は殆んどⅡじであり  A 従 C C
て耽派なスカウ ト をむ成ずるこ とは A 耽派な 1-及びラ イ オネス (l.s.) 
をf り ド Eげることになるのである" わが漸宿Iんは制耽以水年11 まで A
巧小川絶えずスヵウ ト述助を後撰し A 新宿は内に多数のスカウ トⅢを組
撒した B この点 Eでもわがク ラプは他に煎をみない邱しいアクテ ィ ビテ ィ

ーを耕けたというべきで A そ㈹伸介をと らせて憶いた仏地はその前後の
Ⅲ係を記述して接謝の態を人したいと川 Eう B Ⅲ@賂) 

スカウ ト邱助のIII外的後援Ⅱ体であるIんⅢ際をば内に先 CⅠ C@く るこ

とが柚良策と 考えWIllは艮に柑威しその廿回を待ていたが A かねてそれ
を仏吐に奨めていた故 丘㈹弟 A (ガ呼故なi Cが川和:15午2Ⅱ ド Eぷしてき
たので A Ⅱ迫L. I.C|Ⅲ際協会¦i央丁移用と地はかバナー丁拷Ⅱに赴さ
新1i;1んを紬成したいとⅢしⅢた B ぜひ化別されたしと倣勒された B そ
れから月余にしで蜥令あり  A 渋谷lTの池 Ⅱ灰 :郎 A 安ill卍  E¦A l C Eと協

ヵせよとのこと" そして石illi欣 :現ガバナ一指噂 ド‚Ñ)新宿心llと とやホ

テル会ふとなりたのである" 私はwiiiⅨ艮 A 竹馬の友Ⅱ町戊Ⅳ ド A その

恩師の馬ボ弼Ⅳ八八代人病院Ⅱ A 爪迫のⅢⅢ仙世氏と令心。 さ く もざ曲
公人沌氏と令矩 Eに人公を忠Ⅲした B 他ド A 安Ⅲ向1 C Eも多数肋ぶされたた
め A 新宿は各界の  E漉各 1 町47 iに及び A Ⅵfii:15fi--5 Ⅱ i;> 11わが斬 h* 
I.C は制正されたのである" Ⅱ2IllI‚Ñ)例会が屯ねられるにつれ柑旺叩解  A
友柚が深められ A I C E杣神の Ⅱに本仕活助が進めもれた"

(l 几Ⅱ午記念㏄ I絆Ⅱ よ り抜杵)

PROFILE

MEMBERS

禽寅繍鱗
TOKYO SINJU^U

雄
介

芳
故

ヰ
@@
@㍉

Ⅰ
Ⅰ
 B E B八

OF

3 CLUE
一一" " """ "

(2000年5円 12日現在)
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名管憶商
憶    問

枯 荻役

東京新宿ライオンズクラプ
チセーターナイ ト4O周年記念式典 ，

組織絹成

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ布目敬造
Ⅰ枯木  印
Ⅰ中村政一
Ⅰ原笘佐吉
Ⅰ溝呂木廉次
L斎藤  簾
L土屋  敬

大会名固会長
大会会長
大会副会長
実行委宙艮
実行副委真長
ク は傍耳億㈱
実行刑委旦艮

」八木祐四郎
Ⅰ珪地秀明
Ⅰ竹村公男
Ⅰ山浦晟臆
Ⅰ佐藤与三郎
L渡辺益弥
Ⅰ菊原皮広

祝賀会

実行副委俺艮

特別会計珪棄

Ⅰ城久保税三
Ⅰ熊坂  明

Ⅰ

タ

Ⅰ林  再旺
Ⅰ茂山一雄
し篠  立体
L柳田  弗

この記念俺は 『4O周年にあたり我がクラフが歩んできた足跡をたどり、 あらためて先Ⅱライオンの功杖を柑え、 その収
頷と、 今日必要な奉仕活劫をわれらが40周年に集いよろこび待つたことを永く記録するために」 笘集発行したものであ
ります0

(40周年紀念俺蚕具長Ⅰ松本栄臆)
（

= LC 
八王子LC 
新宿東ⅠC
新都心LC 
太拐LC 
新宿ⅠC

Ⅰ井村俺朗
Ⅰ由木挽一  L大田正利
Ⅰ拍口熔冶
Ⅰ岩元照男  Ⅰ五味寅  L渋谷俊毎
Ⅰ和田神子  Ⅰ北村照子
Ⅰ市鵠軌道  L名山芳雄
」八木祐四郎  Ⅰ林再旺

京王フラサホテル
特に出版社牡式会社西東社のみなさんと扶式会社東宗
田上カラーの五十圧俊彦氏には出張拍影なと大変なご
尽力いただきました。

皆様に巨くお礼申し上けます。

東京新宿ライオンズクラプ
楕成40周年記念俺  坤   (非売品)

発行     2000年 (平成12年) 5局12日
発行人   東京新宿ライオンズクラフ

構成40周年   名宙会長   Ⅰ@@木祐四郎
実行委貫長 Ⅰ山浦属車
大会会長   し踵地秀明

キ言文は
『新宿用@00年のあゆみ」 日本固有鉄道版
『新宿歴史博物館常故展示図頷」 新宿区教育委貝金
「東京美装興業4O年史1 束京美装興業株式会社
1富士につとう」 ボーイスカウト日本途宙
1第5回日本ジヤンポリー田念アルパム] 日本連盟
毎日新面社
台湾観光協会ホームページ

億集大  田禽俺委且会 蚕具艮
担当役俺
及び委俺

L松本栄憶

Ⅰ油日本廉次
Ⅰ菊原廣広
Ⅰ小田孝志
Ⅰ若松塊彦

この記念俺は 『4O周年にあたり我がクラフが歩んできた足跡をたどり、 あらためて先Ⅱライオンの功杖を柑え、 その収
頷と、 今日必要な奉仕活劫をわれらが40周年に集いよろこび待つたことを永く記録するために」 笘集発行したものであ
ります0

(40周年紀念俺蚕具長Ⅰ松本栄臆)
（

三品Lc        Ⅰ井村俺朗
八王子LC     Ⅰ由木挽一  L大田正利
新宿東ⅠC    Ⅰ拍口熔冶
新都心LC    Ⅰ岩元照男  Ⅰ五味寅  L渋谷俊偉
大拐Ⅰc       Ⅰ和田神子  Ⅰ北村照子
新宿LC        L市鵠軌道  L名山芳雄

」八木祐四郎  Ⅰ林再旺
京王フラサホテル
特に出版社牡式会社西東社のみなさんと扶式会社東宗
田上カラーの五十圧俊彦氏には出張拍影なと大変なご
尽力いただきました。

皆様に巨くお礼申し上けます0

キ言文は
『新宿用@00年のあゆみ」 日本固有鉄道版
『新宿歴史博物館常故展示図頷」 新宿区教育委貝金
「東京美装興業4O年史Ⅰ 東京美装興業株式会社
Ⅰ富士につとう@ ボーイスカウト日本途宙
Ⅰ第5回日本ジヤンポリー田念アルパム] 日本連盟
毎日新面社
台湾観光協会ホームページ


